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飯
塚
恵
理
人
 
 

一
 
は
じ
め
に
 
－
 
金
春
朋
之
助
安
治
の
墓
所
発
見
1
 
 

金
春
八
左
衛
門
家
は
、
初
代
の
安
喜
が
初
代
尾
張
藩
主
義
直
に
召
し
出
さ
れ
て
以
来
、
 
 

尾
張
藩
よ
り
扶
持
（
合
力
米
）
を
得
る
「
御
役
者
」
 
で
あ
っ
た
。
た
だ
、
金
春
八
左
衛
門
 
 

家
が
、
他
の
尾
張
藩
御
役
者
と
異
な
る
の
は
、
尾
張
藩
の
扶
持
を
受
け
な
が
ら
幕
府
の
 
 

「
金
春
座
」
に
所
属
す
る
事
で
あ
る
。
他
の
御
役
者
は
、
尾
張
藩
の
公
務
と
し
て
の
「
表
 
 

御
用
」
 
と
藩
主
の
 
「
御
慰
能
」
 
な
ど
の
奥
御
用
を
勤
め
て
、
代
々
抱
の
者
は
切
米
を
受
 
 

け
、
一
代
抱
の
者
は
切
符
銀
を
受
け
て
い
た
。
金
春
八
左
衛
門
は
代
々
尾
張
藩
の
扶
持
 
 

を
受
け
な
が
ら
尾
張
藩
の
御
役
者
御
用
取
扱
の
支
配
は
受
け
な
い
。
但
し
、
尾
張
藩
の
 
 

能
に
も
出
勤
す
る
、
い
わ
ば
 
「
二
重
勤
仕
」
 
の
家
柄
で
あ
っ
た
。
尾
張
藩
の
御
役
者
と
 
 

し
て
尾
張
藩
の
『
藩
士
名
寄
』
に
も
名
前
が
載
り
、
御
役
者
の
中
で
は
「
別
格
」
 
の
扱
 
 

い
を
受
け
て
い
る
。
そ
し
て
、
幕
府
の
金
春
座
の
中
で
も
太
夫
家
に
次
ぐ
家
格
を
持
ち
、
 
 

八
左
衛
門
家
に
後
嗣
が
な
い
場
合
は
太
夫
家
か
ら
入
り
、
逆
に
太
夫
家
に
後
嗣
が
な
く
、
 
 

八
左
衛
門
家
に
適
当
な
人
物
の
い
る
場
合
は
、
八
左
衛
門
家
か
ら
入
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
 
 

幕
末
の
金
春
太
夫
廉
成
は
、
九
代
八
左
衛
門
安
茂
の
長
男
で
あ
る
。
本
稿
で
取
り
扱
う
 
 

第
十
代
八
左
衛
門
で
、
八
左
衛
門
家
の
最
後
の
当
主
で
あ
っ
た
朋
之
助
安
治
（
以
下
「
安
 
 

治
」
と
呼
ぶ
）
 
は
、
安
茂
の
次
男
で
康
成
の
弟
に
あ
た
る
。
 
 
 

こ
の
金
春
八
左
衛
門
家
の
代
々
に
つ
い
て
、
私
は
以
前
か
ら
興
味
を
持
っ
て
お
り
、
 
 

（
1
）
 
 

拙
著
『
近
世
能
楽
史
の
研
究
』
に
お
い
て
も
、
「
金
春
八
左
衛
門
家
・
林
家
（
金
奉
書
左
 
 

衛
門
家
）
の
代
々
」
と
い
う
章
を
立
て
て
尾
張
藩
で
の
扱
い
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。
但
 
 

－
り
こ
 
 

し
、
安
治
に
つ
い
て
は
、
柳
沢
澄
の
 
「
能
楽
家
忌
辰
録
」
 
に
「
金
春
八
左
衛
門
」
と
し
 
 

金
春
朋
之
助
安
治
追
跡
 
－
 
幕
末
■
明
治
の
金
春
八
左
衛
門
家
 
－
 
 て

明
治
二
十
四
年
七
月
三
十
日
と
い
う
命
日
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
実
否
も
、
本
 
 

名
も
ー
切
不
明
の
ま
ま
で
あ
っ
た
。
平
成
十
八
年
一
月
十
二
日
に
、
杉
並
区
の
如
説
山
 
 

が
あ
る
と
い
う
筆
者
宛
の
メ
ー
ル
を
い
た
だ
い
た
。
大
給
師
が
、
八
左
衛
門
に
つ
い
て
 
 

（
3
）
 
 

修
行
寺
の
大
給
海
眞
副
住
職
よ
り
、
修
行
寺
に
金
春
八
左
衛
門
安
治
と
い
う
名
前
の
基
 
 
 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
調
べ
て
い
ら
つ
し
や
つ
て
、
た
ま
た
ま
私
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
 
「
恵
 
 

理
人
の
小
屋
」
 
か
ら
メ
ー
ル
を
下
さ
っ
た
の
で
あ
る
。
直
に
大
倉
流
大
鼓
方
寛
鉱
一
師
 
 

に
連
絡
を
取
り
、
翌
日
東
海
能
楽
研
究
会
が
催
花
寅
を
受
賞
し
て
の
授
賞
式
で
寛
師
・
 
 

和
泉
流
狂
言
方
佐
藤
友
彦
師
と
上
京
す
る
こ
と
に
合
わ
せ
て
、
三
人
で
修
行
寺
を
訪
れ
 
 

て
確
認
し
た
。
ま
た
現
金
春
流
宗
家
金
奉
安
明
師
に
ご
連
絡
し
、
安
明
師
が
御
親
戚
と
 
 

し
て
墓
参
さ
れ
た
。
こ
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、
中
日
新
聞
報
送
芸
能
部
記
者
長
谷
義
隆
 
 

（
5
）
 
 

【
4
）
 
 

氏
に
よ
り
 
「
中
日
新
聞
」
 
「
東
京
新
聞
」
 
に
掲
載
さ
れ
た
。
平
成
十
八
年
七
月
三
十
日
 
 

の
金
春
八
左
衛
門
安
治
の
命
日
に
は
、
金
奉
安
明
師
と
門
下
の
方
が
修
行
寺
に
お
い
て
 
 

一
6
】
 
 

百
十
五
年
忌
の
法
要
を
行
っ
た
。
そ
の
後
、
金
奉
安
明
師
、
表
章
先
生
よ
り
金
春
八
左
 
 

衛
門
安
治
筆
の
謡
本
・
出
演
記
録
な
ど
、
多
く
の
資
料
を
教
え
て
い
た
だ
い
た
の
で
、
 
 

激
動
の
幕
末
か
ら
明
治
維
新
を
生
き
た
金
春
安
治
の
生
涯
を
記
録
か
ら
辿
り
、
明
治
維
 
 

新
と
能
楽
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
 
 

二
 
金
奉
安
治
の
墓
碑
 
 
 

（
7
）
 
 
 

金
春
八
左
衛
門
の
屋
敷
は
、
市
ヶ
谷
の
尾
張
藩
邸
の
す
ぐ
そ
ば
に
あ
っ
た
。
そ
し
て
 
 

修
行
寺
も
現
在
地
に
移
転
す
る
前
は
こ
の
金
春
八
左
衛
門
の
家
の
近
く
に
あ
っ
た
の
で
 
 

あ
る
。
現
在
修
行
寺
（
東
京
都
杉
並
区
堀
ノ
内
3
丁
目
畢
2
7
）
の
墓
地
の
一
角
に
、
安
治
 
 

と
そ
の
妻
の
墓
、
一
基
が
残
さ
れ
て
い
る
。
碑
文
は
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。
（
飯
塚
注
‥
 
 

〓
内
は
一
部
欠
字
。
推
定
。
）
 
 
 

（
正
面
）
 
 

深
種
院
浄
根
日
慈
居
士
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従
禅
院
妙
定
日
起
大
姉
 
 

満
月
院
妙
輝
日
詠
大
姉
 
 
 

（
正
面
土
台
）
 
 

金
春
氏
 
 
 

（
裏
面
）
 
 

余
曽
有
宿
縁
深
信
木
化
之
妙
宗
者
多
年
於
玄
 
 

焉
今
請
改
他
宗
一
族
之
法
統
道
立
此
石
塔
以
 
 

【
祈
】
其
冥
福
也
玄
誌
其
意
於
石
裏
以
告
後
代
使
 
 

【
子
】
孫
莫
廃
法
誤
意
云
ホ
 
 

維
【
時
】
慶
鷹
三
丁
卯
歳
秋
七
月
 
 

園
満
井
座
主
九
代
目
 
 

金
春
八
左
衛
門
秦
安
治
書
 
 
 

（
向
っ
て
左
側
）
 
 

深
 
明
治
廿
四
丁
卯
年
七
月
升
目
 
 

従
 
明
治
六
丁
酉
年
七
月
廿
七
日
 
 

満
 
明
治
十
三
甲
辰
年
六
月
廿
八
日
 
 

と
な
る
。
 
 
 

碑
文
を
意
訳
す
る
と
、
「
自
分
は
宿
縁
が
あ
っ
て
、
法
華
の
妙
宗
（
日
蓮
宗
）
を
信
じ
る
 
 

こ
と
多
年
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
い
ま
請
願
し
て
他
宗
を
信
じ
て
い
た
一
族
の
法
号
を
改
 
 

め
、
こ
の
石
塔
を
造
り
、
そ
の
冥
福
を
祈
る
次
第
で
あ
る
。
そ
こ
で
そ
の
意
を
石
の
裏
 
 

に
記
し
て
後
代
の
人
々
に
知
ら
せ
る
。
子
孫
が
法
 
（
日
蓮
宗
）
 
を
廃
し
、
私
の
意
を
誤
 
 

解
し
て
背
く
こ
と
が
な
い
よ
う
に
」
 
と
な
る
。
墓
碑
の
碑
文
に
記
さ
れ
た
慶
應
三
年
七
 
 

月
は
、
九
代
目
の
金
春
八
左
衛
門
で
あ
る
安
茂
の
死
去
し
た
月
と
な
る
。
圃
澗
井
座
は
 
 

一
8
）
 
 

本
来
は
太
夫
家
で
あ
り
、
八
左
衛
門
家
で
は
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
は
表
華
氏
 
 

が
、
「
安
茂
の
長
男
広
成
が
金
春
大
夫
を
嗣
ぎ
、
安
茂
は
本
家
の
財
政
立
直
し
に
奔
走
せ
 
 ざ

る
を
得
な
い
状
況
で
あ
つ
た
た
め
、
幕
末
に
は
大
夫
家
と
八
左
衛
門
家
は
事
実
上
一
 
 

体
の
有
様
で
あ
つ
た
」
と
述
べ
て
お
ら
れ
る
通
り
、
八
左
衛
門
家
が
本
家
と
l
体
で
あ
 
 

っ
た
こ
と
が
こ
の
墓
石
の
書
き
方
に
反
映
し
て
い
る
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
問
題
は
、
 
 

十
代
目
で
あ
る
は
ず
の
安
治
が
な
ぜ
墓
石
に
九
代
目
と
記
し
て
い
る
の
か
で
あ
る
。
一
 
 

番
自
然
な
の
は
、
安
治
は
父
の
安
茂
が
こ
の
墓
誌
を
記
し
た
形
に
し
て
、
安
茂
を
修
行
 
 

寺
に
葬
る
つ
も
り
で
こ
の
墓
石
を
建
て
た
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。
し
か
し
安
茂
の
墓
は
、
 
 

金
春
太
夫
家
・
八
左
衛
門
家
代
々
の
菩
提
寺
で
あ
る
奈
良
市
内
の
降
魔
山
念
仏
寺
に
あ
 
 

（
9
）
 
 

る
。
安
茂
の
戒
名
は
宝
光
院
樹
誉
禅
秦
安
茂
居
士
で
あ
る
が
、
『
金
春
古
伝
書
集
成
』
に
 
 

「
戒
名
以
下
、
念
仏
寺
過
去
帳
に
よ
る
。
但
し
宛
年
は
『
慶
応
弐
年
』
と
あ
る
が
、
念
 
 

仏
寺
墓
碑
に
『
慶
応
三
年
丁
卯
歳
』
と
あ
る
に
従
う
。
」
と
あ
る
。
死
去
後
過
去
帳
に
記
 
 

さ
れ
、
墓
碑
が
建
て
ら
れ
る
ま
で
に
は
当
然
時
間
が
か
か
る
。
安
茂
が
念
仏
寺
に
葬
ら
 
 

れ
る
ま
で
に
曲
折
の
あ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
だ
ろ
う
。
安
治
は
安
茂
の
た
め
に
墓
碑
を
 
 

建
て
た
が
、
そ
れ
が
使
用
さ
れ
な
か
っ
た
た
め
、
墓
碑
の
碑
文
は
そ
の
ま
ま
に
自
分
の
 
 

墓
と
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
 
 
 

「
採
種
院
浄
根
日
慈
居
士
」
 
は
金
春
八
左
衛
門
安
冶
の
戒
名
で
あ
る
。
命
日
は
「
深
 
 
 

明
治
廿
四
〓
八
九
こ
丁
卯
年
七
月
升
目
」
と
あ
る
。
修
行
寺
に
は
過
去
帳
が
「
過
 
 

去
霊
簿
」
と
「
年
回
振
出
帳
」
 
の
二
穣
保
存
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
「
過
去
霊
簿
」
 
 

の
金
春
八
左
衛
門
の
部
分
か
ら
主
要
事
項
を
抜
粋
す
る
と
、
 
 

二
十
四
年
 
 

法
号
 
採
種
院
浄
根
日
慈
【
信
】
 
（
居
）
 
士
 
 

死
者
住
所
 
横
浜
区
 
 

族
籍
 
平
民
 
 

職
業
 
（
飯
塚
往
‥
記
載
な
し
）
 
 

神
奈
川
県
久
良
岐
郡
戸
田
村
戸
部
六
百
五
十
一
番
地
 
 

姓
名
 
金
春
八
左
衛
門
 
 
 



ー115一 金春朋之助安治追跡  

六
十
年
 
 

年
齢
 
 

病
名
 
胃
管
狭
椿
 
 
葬
種
 
火
葬
 
 

命
日
 
明
治
二
十
四
年
七
月
三
十
日
后
四
時
 
 

墓
所
 
境
内
 
 

施
主
姓
名
 
金
春
ナ
ヲ
 
 

と
あ
る
。
「
年
回
繰
出
帳
」
 
の
記
述
は
 
 

明
治
二
十
四
年
 
 

七
月
三
十
日
 
 

深
種
院
浄
根
日
慈
居
士
 
金
春
八
左
衛
門
 
事
 
 

六
十
才
 
 

で
あ
る
。
六
十
歳
は
数
え
年
で
あ
ろ
う
か
ら
、
満
年
齢
は
五
十
九
歳
で
あ
っ
た
ろ
う
。
 
 
 

こ
こ
か
ら
逆
算
す
る
と
、
安
治
の
生
年
は
天
保
三
 
〓
八
三
二
）
 
年
で
あ
っ
た
と
考
 
 

え
ら
れ
る
。
「
従
禅
院
妙
定
日
起
大
姉
」
 
は
八
左
衛
門
の
妻
で
、
「
年
回
操
出
帳
」
 
の
記
 
 

述
は
明
治
六
 
〓
八
七
三
）
 
年
の
項
目
に
 
 

七
月
廿
七
日
 
 

従
禅
院
妙
定
日
起
大
姉
 
金
春
八
左
衛
門
 
 

四
十
二
才
 
 

妻
 
 

で
あ
る
。
没
年
齢
は
四
十
二
歳
と
あ
る
が
、
こ
れ
を
数
え
年
と
し
て
逆
算
す
る
と
生
年
 
 

は
、
天
保
三
 
（
一
八
三
t
ニ
年
と
な
り
、
八
左
衛
門
と
同
年
で
あ
る
。
「
満
月
院
妙
耀
日
 
 

詠
大
姉
」
は
八
左
衛
門
の
後
妻
で
、
「
年
回
操
出
帳
」
の
記
述
は
明
治
十
三
〓
八
八
〇
）
 
 

年
の
項
目
に
、
 
 

六
月
廿
八
日
 
 

満
月
院
妙
耀
日
詠
大
姉
 
金
春
八
左
衛
門
 
 

後
妻
 
 

と
あ
る
。
「
耀
」
の
字
は
墓
石
で
は
「
輝
」
で
あ
る
。
修
行
寺
で
は
現
在
「
満
月
院
妙
輝
 
 日

詠
大
姉
」
 
と
し
て
い
る
。
 
 
 

こ
の
墓
に
は
安
治
と
先
妻
・
後
妻
が
葬
ら
れ
て
い
る
の
だ
が
、
実
は
明
治
九
 
〓
八
 
 

七
六
）
年
に
安
治
は
二
十
歳
の
娘
も
亡
く
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
「
年
回
操
出
帳
」
 
 

の
明
治
九
年
の
項
目
に
、
 
 

五
月
一
日
 
 

横
浜
 
 

金
春
八
左
衛
門
 
 

法
雲
妙
備
信
女
 
 

娘
 
 

彼
地
l
〓
丁
火
葬
骨
納
 
廿
才
 
 

と
あ
る
。
明
治
維
新
後
、
安
治
は
妻
・
娘
に
先
立
た
れ
、
家
庭
的
に
は
不
幸
で
あ
っ
た
 
 

と
言
え
る
。
 
 

l
ニ
 
江
戸
城
に
お
け
る
金
春
朋
之
助
安
治
の
演
能
記
録
 
 
 

（
－
∴
り
）
 
 
 

江
戸
城
に
お
け
る
金
春
朋
之
助
安
治
の
演
能
資
料
と
し
て
は
 
「
触
れ
流
し
御
能
組
」
 
 

に
載
る
資
料
を
表
章
先
生
よ
り
御
提
供
い
た
だ
い
た
。
全
部
で
十
一
回
だ
が
、
こ
れ
ら
 
 

の
催
し
に
つ
い
て
、
催
し
の
性
格
と
朋
之
助
の
勤
め
た
役
、
催
し
に
お
け
る
役
割
に
つ
 
 

い
て
考
察
し
た
い
。
 
 
 

（
一
）
 
弘
化
三
 
（
一
八
四
六
）
 
年
五
月
十
五
日
 
御
本
丸
奥
御
能
 
 
 

安
治
は
十
四
歳
で
あ
る
。
最
後
の
演
目
の
《
祝
言
 
岩
船
》
の
シ
テ
を
勤
め
て
い
る
。
 
 

こ
の
演
目
は
、
朋
之
助
含
め
シ
テ
・
嚇
子
方
の
四
名
が
「
初
而
役
儀
被
仰
付
」
で
あ
り
、
 
 

子
供
や
新
メ
ン
バ
ー
の
披
露
の
能
と
い
う
性
格
が
強
い
。
 
 
 

（
二
）
 
嘉
永
元
 
〓
八
四
八
）
 
年
十
二
月
十
八
日
 
御
本
丸
奥
御
能
 
 
 

安
治
は
十
六
歳
で
あ
る
。
こ
の
時
も
前
回
の
奥
御
能
と
同
じ
く
、
末
尾
の
祝
言
能
の
 
 

半
能
の
 
《
弓
八
幡
》
 
の
シ
テ
を
勤
め
て
い
る
。
舞
台
に
馴
れ
さ
せ
る
た
め
の
比
較
的
軽
 
 

い
役
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
 
 
 

（
三
）
 
嘉
永
二
 
〓
八
匹
九
）
 
年
三
月
二
日
 
公
家
衆
御
馳
走
御
能
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安
治
は
十
七
歳
で
あ
る
。
末
尾
の
祝
言
能
の
半
能
の
《
岩
舟
》
の
シ
テ
を
勤
め
て
い
 
 

る
。
こ
の
演
目
で
は
朋
之
助
を
含
む
三
人
が
公
式
の
能
で
あ
る
「
表
御
用
」
を
初
て
勤
 
 

め
て
お
り
、
顔
見
世
的
な
演
目
で
あ
る
と
言
え
る
。
 
 
 

（
四
）
嘉
永
二
 
（
一
八
四
九
）
年
十
二
月
九
日
 
右
大
将
様
御
婚
礼
祝
賀
龍
三
日
日
 
 
 

末
尾
の
祝
言
能
の
半
能
の
《
岩
舟
》
の
シ
テ
を
勤
め
て
い
る
。
こ
の
演
目
で
は
「
御
 
 

表
初
而
 
三
郎
四
郎
孫
 
威
徳
多
城
太
郎
」
と
初
役
の
も
の
が
お
り
、
一
日
の
演
目
の
 
 

中
で
は
比
較
的
軽
い
役
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。
 
 

（
五
）
嘉
永
六
 
（
一
八
五
三
）
年
四
月
十
五
日
 
酉
丸
御
奥
能
 
 
 

安
治
は
二
十
一
歳
で
あ
る
。
《
生
田
》
の
シ
テ
を
勤
め
て
い
る
。
こ
の
《
生
田
》
は
シ
 
 

テ
の
金
春
朋
之
助
始
め
脇
・
大
鼓
合
わ
せ
た
三
人
が
「
西
丸
初
而
」
で
あ
り
、
顔
見
世
 
 

的
演
目
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
 
 

（
六
）
嘉
永
六
 
（
一
八
五
三
）
年
十
二
月
九
日
 
将
軍
宣
下
祝
賀
能
 
三
日
目
 
 
 

《
兼
平
》
の
シ
テ
を
勤
め
て
い
る
。
こ
の
《
兼
平
》
に
つ
い
て
は
「
脇
ノ
出
一
段
謡
。
 
 

成
丈
短
仕
候
。
シ
テ
ノ
出
一
セ
イ
前
後
共
一
段
二
仕
侯
。
中
入
前
初
同
之
謡
済
、
シ
テ
 
 

脇
卜
懸
合
之
詞
除
キ
、
直
こ
さ
ゞ
波
や
 
み
な
れ
ざ
ほ
と
留
申
候
。
後
シ
テ
サ
シ
声
ノ
 
 

留
迄
二
而
曲
舞
ヌ
キ
 
実
い
た
わ
し
き
物
語
卜
留
申
候
。
但
間
語
成
丈
短
仕
候
」
と
か
 
 

な
り
省
略
し
て
短
く
し
た
と
書
か
れ
て
い
る
。
但
し
是
は
、
《
兼
平
》
に
限
ら
ず
他
の
演
 
 

目
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
り
、
安
治
が
未
熟
で
あ
っ
た
た
め
の
処
置
と
は
考
え
ら
れ
な
 
 
 

＼
 
0
 
 

－
∨
 
 

（
七
）
嘉
永
六
 
〓
八
五
三
）
年
十
二
月
十
八
日
 
御
本
丸
奥
能
 
 
 

父
安
茂
の
シ
テ
の
《
通
盛
》
の
ツ
レ
を
勤
め
て
い
る
。
 
 

（
八
）
安
政
五
（
一
八
五
八
）
年
十
二
月
十
八
日
 
将
軍
宣
下
祝
賀
能
 
二
日
目
 
 
 

安
治
は
二
十
六
歳
で
あ
る
。
祝
言
能
の
半
能
の
《
養
老
》
の
シ
テ
を
勤
め
て
い
る
。
 
 

こ
の
演
目
に
つ
い
て
は
「
祝
言
 
二
日
目
御
能
組
ノ
内
祝
言
養
老
脇
之
次
第
一
段
に
仕
 
 

事
。
出
羽
一
段
惣
鉢
位
早
メ
申
候
。
」
と
急
い
で
済
ま
せ
た
形
で
あ
っ
た
と
記
し
て
い
る
。
 
 

（
九
）
安
政
六
 
〓
八
五
九
）
 
年
二
月
廿
五
日
 
将
軍
宣
下
祝
賀
能
 
四
日
目
 
 
 

安
治
は
t
一
十
七
歳
で
あ
る
。
「
御
旗
本
見
物
」
 
で
《
忠
度
》
を
勤
め
て
い
る
。
 
 

〓
○
）
 
万
延
二
 
（
一
八
六
一
）
年
三
月
廿
八
日
 
御
移
徒
済
祝
賀
能
 
二
日
目
 
 
 

安
治
は
二
十
九
歳
で
あ
る
。
祝
言
能
の
《
養
老
》
の
半
能
の
シ
テ
を
勤
め
て
い
る
。
 
 

こ
の
日
の
能
に
つ
い
て
は
、
全
演
目
と
も
「
位
全
其
外
軽
減
シ
、
五
半
過
御
始
り
正
八
 
 

時
相
済
。
大
息
二
御
座
候
。
省
略
は
無
候
。
」
と
い
う
状
態
で
あ
っ
た
と
言
う
注
が
書
か
 
 

れ
て
い
る
。
 
 

（
二
）
文
久
l
一
〓
八
六
二
）
年
二
月
廿
三
日
 
御
婚
礼
済
祝
賀
龍
 
三
日
日
 
 
 

安
治
は
三
十
歳
で
あ
る
。
《
国
栖
》
の
シ
テ
を
勤
め
て
い
る
。
 
 

こ
の
十
一
回
を
通
し
て
、
金
春
座
の
中
で
は
兄
の
金
春
太
夫
、
父
の
八
左
衛
門
に
続
く
 
 

三
番
目
の
扱
い
を
受
け
て
い
る
と
い
え
る
。
役
は
座
の
 
「
太
夫
」
 
で
は
な
い
こ
と
と
、
 
 

父
・
兄
に
比
較
し
て
当
然
若
年
で
あ
る
た
め
「
祝
言
能
」
 
の
シ
テ
が
多
い
。
 
 

四
 
南
都
神
事
能
に
お
け
る
金
春
朋
之
助
の
演
能
記
録
 
 
 

（
1
1
）
 
 
 

大
倉
流
大
鼓
方
大
倉
三
忠
師
所
蔵
の
『
南
都
両
神
事
能
留
帳
』
の
記
述
か
ら
、
金
春
 
 

朋
之
助
が
春
日
杜
若
宮
祭
礼
能
（
松
之
下
に
お
け
る
立
合
能
と
御
旅
所
に
お
け
る
後
日
 
 

能
）
と
興
福
寺
薪
能
で
勤
め
た
演
目
を
知
る
こ
と
が
出
来
る
。
春
日
杜
若
宮
祭
礼
能
は
 
 

旧
暦
十
一
月
に
、
興
福
寺
薪
能
は
旧
暦
二
月
に
行
わ
れ
て
い
る
。
朋
之
助
は
、
（
一
）
弘
 
 

化
四
年
十
一
月
の
春
日
杜
若
宮
祭
礼
能
、
（
二
）
弘
化
五
年
二
月
の
興
福
寺
薪
能
、
（
三
）
 
 

安
政
七
年
二
月
の
興
福
寺
薪
能
に
出
勤
し
て
い
る
。
こ
の
三
回
の
出
勤
で
の
朋
之
助
の
 
 

役
割
に
つ
い
て
確
認
し
て
ゆ
き
た
い
。
 
 
 

（
こ
 
弘
化
四
（
一
八
四
七
）
丁
未
年
十
一
月
 
 
 

安
治
は
十
五
歳
で
あ
る
。
こ
の
年
の
十
一
月
二
十
七
日
の
 
「
松
の
下
 
金
春
座
金
剛
 
 

座
 
打
込
」
の
立
合
能
に
お
い
て
、
安
治
は
《
弓
矢
立
合
》
に
出
て
い
る
。
《
弓
矢
立
合
》
 
 

の
立
方
は
、
金
春
太
夫
（
権
頭
）
、
金
剛
一
次
郎
、
金
春
八
左
衛
門
、
長
命
鷹
之
丞
、
金
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春
朋
之
助
の
五
人
で
、
五
人
の
中
で
は
一
番
軽
い
扱
い
で
あ
る
。
翌
日
 
「
同
廿
八
日
、
 
 

於
御
旅
所
ニ
、
後
日
御
能
」
 
の
番
組
は
、
《
老
松
》
（
金
春
太
夫
）
 
《
経
政
》
（
野
村
禎
之
 
 

助
）
 
《
六
浦
》
（
金
春
八
左
衛
門
）
 
《
熊
坂
》
（
金
剛
一
次
郎
）
 
《
祝
言
 
呉
服
》
（
金
春
 
 

朋
之
助
）
 
《
蟹
山
伏
》
 
（
茂
山
千
之
丞
）
で
あ
る
。
安
治
は
一
日
の
演
目
の
最
後
に
 
「
祝
 
 

言
能
」
 
の
形
で
半
能
の
《
呉
服
》
の
シ
テ
を
勤
め
て
い
る
。
金
春
太
夫
・
金
春
八
左
衛
 
 

門
に
次
ぐ
、
座
内
で
三
番
目
の
地
位
を
与
え
ら
れ
て
お
り
、
八
左
衛
門
の
後
継
扱
い
と
 
 

考
え
て
よ
い
。
 
 

（
t
一
）
 
弘
化
五
（
一
八
四
八
）
年
二
月
八
日
 
 
 

安
治
は
十
六
歳
で
あ
る
。
二
月
七
日
に
薪
能
の
一
目
目
が
あ
り
、
翌
日
の
八
日
、
二
 
 

日
目
に
朋
之
助
が
《
春
栄
》
の
シ
テ
を
勤
め
て
い
る
。
八
日
の
番
組
は
、
《
高
砂
》
 
（
川
 
 

勝
権
之
進
）
 
《
春
栄
》
（
金
春
朋
之
助
）
 
《
源
氏
供
養
》
（
金
剛
一
二
郎
）
 
《
熊
坂
》
（
山
 
 

田
左
兵
衛
）
 
《
祝
言
 
竹
生
嶋
》
（
川
勝
益
太
郎
）
 
で
あ
る
。
こ
の
《
春
栄
》
の
シ
テ
は
 
 

「
若
者
」
 
と
い
う
設
定
で
あ
り
、
年
齢
的
に
安
治
に
ふ
さ
わ
し
い
役
で
あ
っ
た
と
考
え
 
 

ら
れ
る
。
二
月
九
日
の
三
日
目
の
 
「
御
社
。
金
春
座
」
 
の
番
組
は
、
《
翁
》
《
左
保
山
》
 
 

（
金
春
八
右
衛
門
 
飯
塚
注
‥
八
左
衛
門
の
誤
記
で
あ
ろ
う
）
 
《
と
を
る
》
（
金
春
太
夫
）
 
 
 

《
祝
言
 
狸
々
》
 
（
金
春
朋
之
助
）
 
《
清
水
》
 
（
山
川
庄
九
郎
）
 
《
い
ろ
は
》
 
（
茂
山
千
 
 

之
丞
）
で
あ
る
。
三
日
目
に
は
、
《
祝
言
 
狸
々
》
の
シ
テ
を
勤
め
て
い
る
。
《
猥
々
》
は
 
 

元
か
ら
半
能
形
式
で
あ
る
か
ら
、
小
暮
の
な
い
通
常
の
《
程
々
》
で
あ
っ
た
ろ
う
。
こ
 
 

の
日
金
春
座
は
、
こ
の
後
、
門
に
移
動
し
、
門
に
お
い
て
、
《
熊
野
》
（
金
春
朋
之
助
）
《
烏
 
 

頭
》
（
松
村
重
蔵
）
 
《
祝
言
 
岩
舟
》
（
藤
村
茂
吉
）
 
《
い
く
い
》
 
（
茂
山
千
之
丞
）
を
勤
 
 

め
て
い
る
。
《
熊
野
》
の
シ
テ
も
設
定
は
若
い
女
性
な
の
で
ふ
さ
わ
し
い
と
考
え
ら
れ
た
 
 

の
だ
ろ
う
。
一
日
に
二
番
勤
め
て
い
る
こ
と
、
《
熊
野
》
の
よ
う
に
か
な
り
長
い
シ
テ
台
 
 

詞
を
担
当
す
る
曲
を
勤
め
て
い
る
こ
と
な
ど
勘
案
す
る
と
、
次
世
代
の
太
夫
と
し
て
か
 
 

な
り
の
訓
練
を
受
け
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
二
月
十
三
日
の
七
日
目
に
は
《
船
弁
慶
》
 
 

の
シ
テ
を
勤
め
て
い
る
。
 
 

（
三
）
安
政
七
（
一
八
六
〇
）
年
申
二
月
薪
御
能
 
 
 

安
治
は
二
十
八
歳
で
あ
る
。
こ
の
年
の
金
春
座
・
金
剛
座
の
薪
御
能
は
雨
に
崇
ら
れ
 
 

た
。
「
七
日
雨
天
二
付
、
八
日
相
勤
ル
。
初
日
。
」
と
あ
る
。
初
日
の
予
定
番
組
は
、
《
高
 
 

〓
二
こ
 
 

砂
》
（
金
春
太
夫
）
 
《
服
》
（
加
藤
亀
太
郎
）
 
《
楊
貴
肥
》
（
金
春
朋
之
助
）
 
《
芦
刈
》
（
川
 
 

勝
喜
代
吉
）
 
《
祝
言
 
呉
服
》
（
吉
川
松
之
助
）
 
《
末
廣
が
り
》
（
茂
山
忠
三
郎
）
で
あ
っ
 
 

た
の
だ
が
、
「
芝
し
る
き
こ
付
、
二
番
目
《
碓
》
ニ
テ
御
免
」
と
な
り
、
安
治
の
《
楊
貴
 
 

二
・
ヾ
－
 
 

妃
》
は
演
じ
ら
れ
な
か
っ
た
。
翌
九
日
の
 
番
組
は
《
蟻
通
》
（
川
勝
喜
代
治
）
 
《
楊
貴
肥
》
 
 

（
金
春
朋
之
助
）
 
《
羽
衣
》
 
（
野
村
久
馬
蔵
）
 
《
融
》
 
（
武
郎
恒
次
郎
）
 
《
祝
言
 
嵐
山
》
 
 

（
加
藤
亀
太
郎
）
《
福
の
神
》
（
山
川
庄
九
郎
）
と
な
っ
て
い
る
。
安
治
の
 
《
楊
貴
妃
》
は
、
 
 

前
日
比
来
な
か
っ
た
の
で
演
目
を
据
え
置
い
た
も
の
で
あ
る
。
三
日
目
は
 
「
十
日
、
十
 
 

一
日
、
雨
天
二
付
、
十
l
一
目
相
勤
ル
」
 
と
い
う
形
だ
っ
た
が
、
御
社
で
 
《
翁
》
《
老
松
 
 
 

紅
梅
天
女
彩
色
働
》
 
（
金
春
朋
之
助
）
と
、
安
治
は
《
翁
》
付
脇
能
と
い
う
そ
の
日
の
 
 

一
番
メ
イ
ン
と
な
る
演
目
を
勤
め
た
。
こ
れ
に
続
く
演
目
は
《
井
筒
》
（
金
春
太
夫
）
 
《
狸
 
 

々
》
（
松
田
熊
次
郎
）
 
《
文
威
》
（
茂
山
吉
次
郎
）
 
《
伊
文
字
》
（
山
川
助
三
郎
）
と
な
る
。
 
 

「
夜
二
入
、
程
々
舞
上
ヨ
リ
御
免
ナ
ル
」
と
、
《
狸
々
》
は
最
後
ま
で
出
来
な
か
っ
た
。
 
 

十
三
日
の
夜
、
金
春
座
は
門
で
行
っ
た
が
、
こ
の
番
組
は
、
《
藤
戸
》
（
金
春
太
夫
）
 
《
望
 
 

月
》
（
金
春
朋
之
助
）
 
《
祝
言
 
竹
生
島
》
（
金
春
錠
次
郎
）
《
宗
輸
》
（
飯
塚
注
‥
《
宗
論
》
 
 

の
誤
記
か
〓
藤
田
米
次
郎
）
 
と
な
り
、
安
治
は
大
曲
の
《
望
月
》
を
勤
め
て
い
る
。
安
 
 

政
七
年
に
は
、
一
座
に
お
い
て
、
金
春
太
夫
に
次
ぐ
地
位
を
確
保
し
て
お
り
、
ま
た
祝
 
 

言
能
な
ど
年
少
の
も
の
の
役
は
弟
の
錠
次
郎
が
勤
め
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
と
考
え
て
 
 

よ
い
だ
ろ
う
。
 
 

五
 
金
春
安
治
に
関
す
る
幕
府
■
尾
張
藩
関
係
資
料
 
 

金
春
安
治
の
幕
府
に
お
け
る
待
遇
に
関
す
る
資
料
は
多
く
は
な
い
も
の
の
、
内
閣
文
 
 

（
1
つ
こ
 
 

庫
の
 
「
猿
楽
着
分
限
短
冊
」
 
に
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1
 
 

1
 
 

塚
 
 

飯
 
 
 

拝
領
屋
敷
浅
草
新
旅
籠
町
 
 

と
あ
る
。
「
子
」
は
元
治
元
（
一
八
六
四
）
年
で
あ
る
。
墓
碑
の
逆
算
か
ら
考
え
る
と
、
安
 
 

治
は
元
治
元
年
は
数
え
で
三
十
三
歳
、
実
年
齢
三
十
二
歳
の
は
ず
で
、
年
齢
が
一
歳
合
 
 

わ
な
い
。
し
か
し
、
届
け
年
齢
は
実
年
齢
よ
り
も
若
干
早
い
場
合
が
あ
り
、
こ
れ
も
そ
 
 

の
よ
う
な
例
と
考
え
た
い
。
安
政
六
（
一
八
五
九
）
未
年
八
月
二
十
七
日
か
ら
幕
府
よ
り
 
 

「
地
方
百
五
拾
石
 
大
和
国
高
市
郡
之
内
」
 
と
領
地
を
得
て
お
り
、
そ
れ
以
外
に
十
二
 
 

人
分
の
扶
持
を
得
て
い
た
。
尾
張
藩
の
記
録
と
し
て
は
徳
川
林
政
史
研
究
所
所
蔵
の
尾
 
 

（
1
3
）
 
 

張
藩
『
藩
士
名
寄
』
に
、
 
 

八
左
衛
門
棒
 
 

金
春
 
朋
之
助
 
 

文
久
二
（
一
八
六
二
）
戊
十
二
月
 
八
左
衛
門
 
 
 

一
安
政
六
〓
八
五
九
）
年
末
九
月
廿
一
日
、
今
度
家
督
二
付
、
父
八
左
 
 

衛
門
井
金
春
太
夫
願
之
通
、
御
合
力
米
弐
百
石
代
被
下
置
候
 
 

と
載
る
。
家
督
後
は
合
力
米
二
百
石
を
得
て
い
た
。
安
治
が
幕
府
で
家
督
を
認
め
ら
れ
 
 

る
の
は
安
政
六
年
八
月
二
十
七
日
で
、
尾
張
藩
で
認
め
ら
れ
る
の
は
九
月
二
十
一
日
で
 
 

あ
る
か
ら
、
約
一
ケ
月
の
ず
れ
が
あ
る
。
尾
張
藩
と
し
て
は
、
金
春
八
左
衡
門
に
つ
い
 
 

て
は
、
「
幕
府
の
役
者
に
対
し
て
合
力
米
を
与
え
る
」
と
言
う
扱
い
で
あ
っ
た
ろ
う
。
幕
 
 

府
・
尾
張
藩
の
両
方
の
勤
め
を
す
る
代
わ
り
に
両
方
か
ら
扶
持
を
得
て
お
り
、
能
楽
師
 
 

と
し
て
は
か
な
り
厚
遇
さ
れ
て
い
た
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。
 
 

御
扶
持
方
拾
弐
人
 
 

御
暇
之
節
白
銀
拾
枚
被
下
 
 

安
政
六
（
一
八
五
九
）
未
年
八
月
廿
七
日
 
 

【
欠
字
】
仰
付
 
 

地
方
百
五
捨
石
 
大
和
国
高
市
郡
之
内
 
本
国
大
和
 
 

生
国
武
蔵
 
 

祖
父
 
八
左
衛
門
 
 

父
 
八
左
衛
門
 
 

朋
之
助
事
 
 

金
春
八
左
衛
門
 
 

子
二
三
拾
四
歳
 
 

六
 
金
春
宗
家
所
蔵
 
金
春
安
治
筆
謡
本
 
 

金
春
宗
家
に
は
、
奥
書
に
「
安
治
」
 
の
署
名
が
入
り
安
治
撃
と
考
え
ら
れ
る
謡
本
が
 
 

九
冊
あ
る
。
こ
れ
を
年
代
順
に
上
げ
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
。
安
治
は
天
保
三
（
一
八
 
 

三
二
）
年
生
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
十
一
歳
か
ら
十
七
歳
ま
で
に
自
分
の
稽
古
の
た
め
に
 
 

書
い
た
謡
本
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
『
小
督
』
『
安
宅
』
に
は
「
安
治
」
 
の
署
名
を
な
 
 

ぞ
っ
て
「
安
信
」
と
直
し
て
い
る
。
「
安
治
」
を
一
時
、
「
安
信
」
と
改
名
し
た
時
期
が
 
 

あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。
こ
れ
を
書
写
年
の
順
に
挙
げ
る
と
、
 
 

（
こ
『
小
督
』
 
（
表
紙
）
小
督
 
五
札
之
内
 
 

（
奥
書
）
天
保
十
四
〓
八
四
三
）
年
卯
八
月
五
日
 
 

；
）
『
玉
葛
』
 
（
表
紙
）
玉
葛
 
五
札
之
内
 
 

（
奥
書
）
天
保
十
五
（
一
八
四
四
）
年
二
月
吉
日
 
 

（
三
）
 
『
船
弁
慶
』
（
表
紙
）
船
弁
慶
 
五
札
之
内
 
 

（
奥
書
）
天
保
十
五
（
一
八
四
四
）
年
三
月
吉
日
 
 

（
四
）
『
芦
刈
』
 
（
表
紙
）
芦
刈
 
五
札
之
内
 
 

（
奥
書
）
天
保
十
五
（
一
八
四
四
）
年
辰
五
月
吉
日
 
 

（
五
）
『
吉
野
静
』
（
表
紙
）
謡
本
 
吉
野
静
 
 
 

（
奥
書
）
弘
化
三
〓
八
四
六
）
丙
午
年
霜
月
吉
祥
目
安
治
筆
也
 
 

（
六
）
『
淡
路
』
（
表
紙
）
謡
本
 
淡
路
一
札
 
安
治
田
二
十
六
国
 
 

（
奥
書
）
弘
化
四
（
一
八
四
七
）
丁
年
 
未
秋
月
吉
祥
目
 
安
治
書
也
 
 

（
七
）
『
谷
行
』
（
表
紙
）
 
諸
本
 
谷
行
一
札
 
安
治
 
三
十
二
 
 

（
奥
書
）
弘
化
四
（
一
八
四
七
）
未
年
丁
九
月
十
五
日
書
上
ル
安
治
書
也
 
 

（
八
）
『
春
栄
』
（
表
紙
）
諦
本
 
春
栄
一
札
 
安
治
 
国
十
三
閻
 
 

（
奥
書
）
弘
化
四
（
一
八
四
七
）
年
末
十
月
十
四
日
認
メ
置
成
 
金
春
 
 
 

【
安
治
】
 
（
安
信
）
 
 
 

金
春
【
安
治
】
（
安
信
）
 
安
（
花
押
）
 
 

安
治
 
 

金
奉
安
治
（
花
押
）
 
 
 

安
治
 
 

安
治
（
花
押
）
 
 
 

l
 
安
治
 
 
 

仲
ノ
町
金
奉
安
治
（
花
押
）
 
 

一
札
 
安
治
 
四
国
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（
九
）
『
安
宅
』
 
（
表
紙
）
謡
本
 
安
宅
一
札
 
【
安
治
】
 
（
安
倍
）
 
 
二
十
九
 
 
 

（
奥
書
）
嘉
永
二
（
一
八
四
九
）
酉
年
五
月
廿
七
日
認
上
ル
 
筆
也
 
 

と
な
る
。
な
お
、
金
奉
安
茂
の
男
子
は
長
男
が
金
春
太
夫
と
な
っ
た
康
成
、
次
男
が
安
 
 

治
で
、
三
男
が
錠
次
郎
で
あ
る
。
鴻
山
文
庫
に
は
こ
の
金
春
錠
次
郎
筆
の
三
十
三
番
の
 
 

諸
本
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
『
鴻
山
文
庫
本
の
研
究
』
に
「
万
延
元
年
金
春
錠
次
郎
筆
『
流
 
 

（
1
4
）
 
 

外
物
謡
本
』
」
と
し
て
載
る
。
表
華
氏
の
解
説
を
引
用
す
る
と
、
「
末
に
『
父
金
春
数
衛
 
 

秦
安
茂
t
ニ
男
 
金
春
錠
次
郎
 
秦
安
通
所
持
 
萬
延
元
サ
ル
初
秋
』
と
識
語
が
あ
り
、
 
 

素
姓
が
明
ら
か
な
本
で
あ
る
。
即
ち
本
書
は
、
金
春
八
左
衛
門
家
の
九
世
安
茂
の
三
男
 
 

（
大
夫
広
成
の
弟
）
 
の
金
春
錠
次
郎
安
通
が
、
自
家
の
公
式
演
能
曲
目
百
l
ニ
十
番
の
以
 
 

外
の
三
十
三
番
を
集
め
た
本
で
あ
る
。
」
と
な
る
。
こ
の
謡
本
の
存
在
に
よ
っ
て
、
錠
次
 
 

郎
の
名
が
 
「
安
通
」
 
で
あ
る
こ
と
は
知
ら
れ
て
い
た
。
二
男
「
安
治
」
 
の
名
前
は
通
称
 
 

の
朋
之
助
と
併
記
さ
れ
た
資
料
が
な
か
っ
た
た
め
、
今
回
の
墓
碑
の
発
見
ま
で
知
ら
れ
 
 

る
こ
と
が
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
 
 

七
 
明
治
維
新
前
後
の
金
春
座
 
 

幕
末
、
金
春
座
に
は
何
人
の
役
者
が
所
属
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
「
幕
末
能
役
者
分
 
 

限
調
 
慶
応
二
年
（
一
八
六
大
）
調
」
（
以
下
本
稿
で
は
「
慶
応
二
年
能
役
者
分
限
帳
」
と
 
 

（
1
5
）
 
 

す
る
）
 
に
は
金
春
座
と
し
て
四
十
人
の
名
前
を
載
せ
る
。
こ
れ
を
挙
げ
る
と
、
 
 

太
夫
（
四
名
）
 
金
春
太
夫
 
金
春
八
郎
 
大
蔵
粂
太
郎
 
金
春
八
左
衛
門
 
 

連
（
二
名
）
 
春
日
吉
三
郎
 
金
春
情
蔵
 
 

脇
〓
名
）
 
春
藤
六
右
衛
門
 
 

笛
（
四
名
）
 
笹
井
万
之
丞
 
長
命
龍
太
郎
 
大
蔵
助
右
衛
門
 
大
蔵
助
之
丞
 
 

小
鼓
（
四
名
）
 
幸
五
郎
次
郎
 
大
倉
六
蔵
 
大
倉
喜
太
郎
 
大
倉
利
三
郎
 
 

大
鼓
（
二
名
）
 
金
春
錦
蔵
 
黒
川
錬
三
郎
 
 

太
鼓
（
三
名
）
 
金
春
惣
次
郎
 
金
春
又
次
郎
 
金
春
鈴
太
郎
 
 

と
な
る
。
明
治
維
新
を
迎
え
、
彼
ら
は
禄
を
失
う
が
、
そ
の
際
、
政
府
は
旧
幕
府
の
能
 
 

（
1
・
b
－
 
 

楽
師
の
「
正
業
」
 
へ
の
転
業
を
推
奨
し
た
。
『
梅
若
美
日
記
』
の
明
治
五
年
三
月
十
二
日
 
 

の
項
に
は
、
三
月
二
十
一
日
か
ら
晴
天
十
日
間
の
能
興
行
を
す
る
た
め
に
東
京
府
に
出
 
 

し
た
書
類
の
控
え
が
載
る
。
こ
こ
に
は
、
「
元
能
役
者
共
是
迄
御
扶
助
米
被
下
置
候
処
今
 
 

般
御
暇
被
仰
付
厚
御
手
当
を
モ
被
下
置
候
付
道
々
渡
世
向
心
懸
可
申
卜
奉
存
候
得
共
従
 
 

来
之
家
業
相
廃
止
差
向
当
惑
仕
候
間
年
来
習
稽
之
能
諦
を
以
取
続
申
度
」
 
と
、
本
来
な
 
 

ら
ば
「
渡
世
向
」
 
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
だ
が
、
従
来
の
家
業
を
止
め
て
今
現
 
 

在
因
っ
て
い
る
の
で
、
年
来
習
っ
て
き
た
能
・
謡
で
生
活
し
た
い
と
述
べ
て
い
る
。
能
 
 

に
つ
い
て
は
 
「
転
業
」
 
し
て
 
「
廃
業
」
 
す
る
こ
と
が
、
役
所
の
指
導
で
あ
る
こ
と
を
前
 
 

T
l
T
）
 
 

提
と
し
た
書
き
方
と
言
え
る
。
『
梅
若
実
日
記
』
の
明
治
四
年
五
月
の
項
の
挿
入
紙
に
は
、
 
 

明
治
五
年
六
月
の
記
事
と
し
て
、
徳
川
慶
喜
に
つ
い
て
静
岡
に
移
住
し
た
能
楽
師
が
他
 
 

業
に
つ
か
ず
能
興
行
を
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
呑
め
る
記
事
を
載
せ
る
。
こ
れ
を
引
 
 

用
す
る
と
、
 
 

明
治
五
午
年
 
 

勤
番
組
之
頭
江
 
 
 

元
能
役
者
共
此
地
江
移
住
相
願
御
聞
届
：
相
成
候
ハ
猿
楽
能
業
前
二
付
御
聞
届
二
相
 
 
 

成
候
義
ニ
ハ
無
是
。
能
御
用
ハ
以
後
無
之
事
二
付
三
十
郎
始
名
々
文
武
之
内
可
心
掛
 
 
 

所
移
住
後
モ
於
寺
院
等
二
而
能
暁
子
等
時
々
相
催
侯
敬
二
相
聞
不
都
合
之
事
二
侯
間
 
 
 

頭
支
配
よ
り
篤
卜
可
為
申
談
置
之
事
。
 
 

六
月
 
 
 

狂
言
（
四
名
）
 
 

地
謡
（
十
二
名
）
 
 

奥
村
熊
之
助
 
 

幸
王
停
兵
衛
 
 

年
頭
（
四
名
）
 
 

大
蔵
千
太
郎
 
大
蔵
又
市
 
宮
野
孫
左
衛
門
 
小
林
席
次
郎
 
 
 

金
春
六
之
丞
 
長
命
源
太
郎
 
金
春
平
五
郎
 
大
蔵
市
之
丞
 
 

吉
川
小
石
衛
門
 
藤
村
源
左
衛
門
 
中
村
平
蔵
 
大
蔵
甚
之
丞
 
 

松
村
滑
之
進
 
斎
田
爾
之
助
 
 

中
村
六
兵
衛
 
滑
石
庄
八
郎
 
長
命
甚
之
助
 
幸
玉
金
十
郎
 
 



0
 
 

2
 
 

1
 
 

塚
 
 

飯
 
 

と
な
る
。
静
岡
へ
の
移
転
を
認
め
た
が
、
猿
楽
能
の
技
で
認
め
た
わ
け
で
は
な
い
。
能
 
 

の
御
用
は
こ
れ
か
ら
な
い
の
で
、
観
世
清
孝
以
下
み
な
「
文
武
の
内
」
で
正
業
を
考
え
な
 
 

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
に
寺
院
で
能
嚇
子
等
を
催
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
が
、
「
不
都
 
 

合
」
な
の
で
厳
重
に
注
意
す
る
よ
う
に
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
明
治
五
年
段
階
で
は
、
 
 

東
京
に
残
っ
て
も
、
静
岡
に
移
住
し
て
も
、
公
的
に
は
能
楽
を
や
め
て
他
の
職
業
に
就
 
 

（
1
＆
）
 
 

く
よ
う
指
導
し
て
い
た
。
一
方
、
『
梅
若
実
日
記
』
の
前
掲
の
催
し
の
華
族
宛
案
内
状
に
、
 
 

「
去
漣
幼
年
よ
り
家
芸
之
外
諸
事
不
相
弁
者
改
姓
モ
外
渡
世
モ
出
来
不
申
。
且
ハ
祖
先
 
 

江
対
シ
候
而
モ
弥
謡
舞
之
道
ヲ
以
生
計
相
立
居
度
奉
存
候
二
付
」
 
と
あ
り
、
実
際
に
転
 
 

業
す
る
の
に
良
い
職
が
見
つ
か
ら
ず
、
出
来
れ
ば
能
楽
で
生
活
し
た
い
と
言
う
希
望
を
 
 

持
っ
て
い
る
も
の
も
い
た
。
 
 
 

明
治
八
年
に
は
、
能
役
者
も
「
芸
人
」
と
し
て
課
税
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
 
「
明
治
八
 
 

（
1
d
こ
 
 

年
本
府
布
達
」
を
引
用
す
る
と
、
 
 

区
長
 
 

戸
長
 
 

俳
優
人
ヲ
始
別
紙
〔
抄
記
】
営
業
之
者
、
本
年
ヨ
リ
賦
金
上
納
申
付
候
間
、
各
区
 
 

限
り
無
遺
漏
人
員
取
調
、
集
金
之
末
、
月
々
二
十
五
日
出
納
課
江
可
相
納
、
此
旨
 
 

相
違
候
事
。
 
 

明
治
八
年
一
月
八
日
 
 

上
等
壱
人
：
付
月
々
 
 

「
 
俳
優
人
 
 

中
等
壱
人
二
付
月
々
 
 

下
等
壱
人
二
付
月
々
 
 

月
々
 
 

「
 
音
曲
諸
芸
師
 
 

一
、
筆
談
井
義
太
夫
、
其
外
賓
七
出
稼
之
者
 
 

第
二
 
号
 
 

上
等
壱
人
二
付
月
々
 
金
五
拾
銭
 
 

東
京
府
知
事
 
大
久
保
一
翁
 
 

金
玉
円
 
 

金
弐
円
五
拾
銭
 
 

金
壱
円
 
 

金
五
拾
銭
 
 

市
在
各
区
 
 

中
等
壱
人
二
付
月
々
 
金
廿
五
銭
 
 

と
な
る
。
能
楽
師
は
こ
の
分
類
に
よ
れ
ば
、
「
音
曲
諸
芸
師
」
と
な
る
。
月
々
五
十
銭
は
 
 

俳
優
の
下
等
の
半
額
で
あ
り
、
税
金
と
し
て
高
い
部
類
で
は
な
か
っ
た
ろ
う
。
こ
の
「
課
 
 

税
」
に
よ
っ
て
、
「
芸
」
で
生
活
す
る
た
め
税
金
を
納
め
る
「
玄
人
」
が
営
業
を
し
な
い
 
 

（
2
0
）
 
 

「
素
人
」
と
の
区
別
が
出
来
た
。
明
治
八
年
に
は
『
諸
芸
人
名
録
』
が
発
行
さ
れ
る
が
、
 
 

こ
れ
は
こ
の
税
金
を
納
め
た
も
の
が
の
っ
て
い
る
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。
こ
れ
を
見
 
 

る
と
「
金
春
流
」
（
シ
テ
方
以
外
に
、
ワ
キ
・
嚇
子
・
狂
言
を
含
む
）
は
わ
ず
か
十
四
人
 
 

に
ま
で
減
少
し
て
い
る
。
こ
れ
を
挙
げ
る
と
、
 
 

○
金
春
流
 
 

大
和
奈
良
住
 
 
金
春
八
郎
 
 

仕
手
方
 
 

神
奈
川
県
横
浜
住
 
 

四
ッ
谷
坂
町
 
 

椛
町
 
 

脇
 
 

糀
町
 
 

笛
 
 

駿
州
静
岡
 
 

小
鼓
 
 

大
和
奈
良
住
 
 

芝
愛
宕
下
町
 
 

築
地
二
丁
目
 
 

大
鼓
 
 

挙
国
寺
谷
 
 

太
鼓
 
 

春
藤
六
右
衛
門
 
 

金
春
八
左
衛
門
 
 

春
日
吉
三
郎
 
 

金
春
横
吉
 
 
 

幸
五
郎
一
郎
 
 

大
倉
六
蔵
 
 

大
倉
利
三
郎
 
 

笹
井
万
之
丞
 
 

金
春
錦
蔵
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狂
言
 
 

大
和
奈
良
住
 
 

大
蔵
千
太
郎
 
 

箱
崎
町
山
内
邸
内
 
小
林
侍
次
郎
 
 

と
な
る
。
約
十
年
前
の
 
「
慶
応
二
年
能
役
者
分
限
帳
」
 
に
載
る
の
が
四
十
人
で
あ
っ
た
 
 

こ
と
を
考
え
る
と
半
分
以
下
に
減
っ
て
い
る
。
あ
と
の
人
々
は
能
を
 
「
家
業
」
 
と
し
て
 
 

は
い
な
い
が
、
こ
れ
は
 
「
正
業
」
 
へ
の
転
業
奨
励
が
一
定
の
効
果
を
挙
げ
て
い
た
と
考
 
 

え
る
こ
と
も
出
来
る
。
残
っ
た
人
は
、
「
正
業
」
が
見
つ
か
ら
ず
、
能
楽
の
師
匠
以
外
の
 
 

生
活
の
道
が
な
い
、
あ
る
意
味
不
器
用
な
人
で
あ
っ
た
と
も
l
貰
え
る
。
い
ず
れ
の
人
に
 
 

つ
い
て
も
「
師
匠
」
 
と
し
て
謡
曲
を
教
え
る
こ
と
は
出
来
た
も
の
の
、
能
を
演
じ
る
機
 
 

会
は
非
常
に
少
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
春
藤
六
兵
衛
が
生
活
苦
か
ら
娘
を
売
り
、
 
 

そ
の
取
り
戻
し
に
安
治
が
奔
走
し
て
い
る
と
い
う
記
事
が
明
治
八
年
六
月
二
十
六
日
の
 
 

（
り
ー
ー
ニ
 
 

「
横
浜
毎
日
新
聞
」
に
載
る
。
こ
れ
を
引
用
す
る
と
、
「
加
様
に
侯
者
は
、
東
京
五
番
町
 
 

に
住
ふ
猿
楽
師
春
藤
六
兵
衛
が
娘
す
ふ
に
て
候
。
借
も
父
な
る
春
藤
は
近
頃
た
つ
き
の
 
 

道
に
迫
り
、
去
年
の
秋
、
妾
を
西
河
岸
の
船
宿
と
旅
宿
を
渡
世
と
す
る
平
野
金
三
郎
の
 
 

養
女
と
し
て
養
育
金
三
十
円
を
収
め
し
に
、
養
ひ
の
家
尊
伊
呂
登
道
に
背
き
し
癖
事
を
 
 

勧
め
候
程
に
、
是
よ
り
伯
父
の
家
を
尋
ね
横
浜
に
参
ら
ば
や
と
思
ひ
候
。
」
と
あ
り
、
す
 
 

ふ
は
安
治
の
姪
に
あ
た
る
と
記
さ
れ
て
い
る
。
す
ふ
は
、
「
す
ふ
の
云
ふ
や
う
、
去
年
の
 
 

秋
、
養
女
と
は
露
知
ら
ず
親
の
ま
に
く
彼
家
に
移
り
、
一
時
雇
ひ
の
心
な
り
し
が
、
 
 

生
涯
金
に
買
は
れ
し
と
始
て
聞
き
て
う
ら
悲
し
く
、
二
八
に
足
ら
ぬ
此
身
を
も
、
同
し
 
 

此
家
の
養
女
な
る
あ
さ
と
云
へ
る
十
九
年
の
姉
娘
と
等
し
く
、
檀
那
を
と
れ
の
客
と
寝
 
 

ろ
の
と
迫
る
に
最
も
堪
へ
難
く
、
」
逃
げ
て
き
た
と
事
情
を
話
し
た
と
こ
ろ
、
安
治
が
「
直
 
 

ち
に
東
京
に
出
府
し
て
養
家
金
三
郎
の
方
に
到
り
、
三
十
円
を
返
金
に
及
ふ
間
、
」
と
交
 
 

渉
し
た
と
す
る
。
し
か
し
、
養
父
は
「
是
非
と
云
ふ
な
ら
飯
料
諸
入
費
〆
高
を
算
用
し
 
 

下
谷
稲
荷
町
 
 

麻
布
市
兵
衛
町
 
 

金
春
鋒
之
助
 
 

田
中
金
l
ニ
郎
 
 

て
弐
百
弐
円
十
二
銭
五
厘
、
耳
を
揃
へ
て
並
へ
た
な
ら
返
す
ま
い
物
で
も
な
い
」
と
言
 
 

い
、
ま
た
す
ふ
が
家
出
し
た
と
き
に
金
九
円
五
十
銭
持
ち
逃
げ
し
た
と
響
保
屯
所
に
訴
 
 

え
た
と
記
す
。
こ
の
す
ふ
の
一
件
が
ど
の
よ
う
に
解
決
さ
れ
た
の
か
に
つ
い
て
は
わ
か
 
 

ら
な
い
が
、
当
時
能
楽
師
が
困
窮
し
て
い
た
こ
と
と
安
治
が
親
族
か
ら
頼
り
に
さ
れ
る
 
 

存
在
で
あ
っ
た
こ
と
は
何
わ
れ
る
。
 
 
 

明
治
十
年
を
過
ぎ
る
頃
か
ら
、
東
京
の
能
楽
界
も
徐
々
に
落
ち
着
き
を
取
り
戻
し
、
 
 

金
春
流
の
能
も
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
明
治
十
二
年
十
二
月
十
日
の
 
「
郵
便
 
 

【
2
り
ー
）
 
 

報
知
」
 
の
 
「
告
知
」
に
は
「
十
二
月
十
四
日
午
前
八
時
始
 
宇
田
川
町
金
剛
宅
能
納
 
 

頼
政
（
桜
間
伴
馬
）
」
と
、
熊
本
の
桜
間
伴
馬
が
上
京
し
て
金
剛
舞
台
に
出
演
す
る
こ
と
 
 

（
2
3
）
 
 

を
記
す
。
ま
た
明
治
十
五
年
一
月
十
二
日
の
「
京
都
新
報
」
に
は
、
「
金
春
流
の
能
師
に
 
 

有
名
な
る
金
春
広
長
（
飯
塚
注
‥
康
成
の
誤
り
）
氏
は
、
今
度
、
東
京
よ
り
御
用
召
に
て
 
 

東
上
す
る
に
付
、
不
日
、
大
阪
府
下
の
能
師
を
集
め
留
別
宴
を
開
蓮
す
る
由
。
」
と
金
春
 
 

（
2
4
）
 
康
成
の
上
京
を
伝
え
る
。
明
治
十
五
年
五
月
十
一
日
付
「
東
京
日
日
新
聞
」
 
に
は
「
五
 
 

月
十
四
日
 
芝
公
園
楓
山
於
能
楽
堂
 
午
前
九
時
始
 
晴
雨
共
 
能
組
 
催
 
金
春
広
 
 

成
」
と
康
成
主
催
の
能
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
時
期
か
ら
康
成
は
東
京
を
 
 

本
拠
に
活
動
を
始
め
た
と
考
え
て
よ
い
。
こ
の
催
し
で
は
桜
間
伴
馬
が
《
耶
郡
 
盤
渉
》
、
 
 

金
春
康
成
が
《
熊
野
 
三
段
之
舞
》
を
舞
っ
て
い
る
。
安
治
の
名
は
新
聞
に
は
見
ら
れ
 
 

【
2
5
）
 
な
い
。
安
治
が
番
組
に
載
る
の
は
、
明
治
二
十
一
年
叫
月
十
日
の
「
東
京
日
日
新
聞
」
 
 

で
、
「
二
士
首
（
午
前
八
時
始
）
に
て
芝
能
楽
堂
に
て
同
興
行
あ
り
、
能
組
は
、
 
弓
 
 

矢
立
合
 
開
口
 
三
笠
風
流
（
八
右
衛
門
〔
金
春
八
左
衛
門
の
誤
記
〕
、
六
右
衛
門
、
束
 
 

二
郎
、
此
は
奈
良
春
日
若
宮
祭
典
の
節
、
大
鳥
居
影
向
松
の
下
に
於
て
勤
め
た
る
式
に
 
 

倣
ふ
と
云
ふ
）
」
 
と
い
う
記
事
と
な
る
。
 
 

（
2
8
）
 
 
金
春
宗
家
蔵
「
諸
用
留
」
第
二
号
・
三
号
〓
号
散
逸
）
は
、
明
治
十
九
年
か
ら
二
十
 
 

五
年
ま
で
の
金
春
康
成
の
書
留
で
、
役
所
へ
の
届
出
と
番
組
の
控
が
平
行
し
て
記
さ
れ
 
 

て
い
る
。
こ
の
資
料
に
安
治
の
出
勤
が
六
回
分
記
さ
れ
て
い
る
。
表
章
先
生
よ
り
、
安
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治
出
演
の
部
分
の
コ
ピ
ー
を
い
た
だ
い
た
の
で
、
そ
こ
か
ら
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
 
 
 

ヽ
■
 
▲
ロ
 
 

レ
 
 
 

〓
）
 
明
治
二
十
二
年
己
丑
五
月
一
日
 
行
啓
能
 
 
 

「
両
皇
后
横
芝
能
楽
堂
江
行
啓
被
為
在
御
能
被
仰
付
候
事
」
 
と
い
う
行
啓
能
の
記
事
 
 

で
、
桜
間
伴
馬
が
能
の
《
野
守
》
、
金
春
康
成
が
仕
舞
の
《
善
知
鳥
》
と
一
調
の
《
橋
弁
 
 

慶
》
を
勤
め
て
い
る
。
こ
の
書
類
に
は
当
日
の
地
割
と
し
て
 
「
野
守
 
後
見
地
 
後
見
 
 
 

康
成
 
同
 
平
蔵
 
地
 
八
左
衛
門
 
地
 
平
五
郎
 
地
 
武
三
 
地
 
磯
吉
 
地
 
 
 

安
教
 
地
 
奉
道
 
地
 
溝
口
 
地
 
白
井
 
御
仕
舞
地
 
八
左
衛
門
 
平
五
郎
 
 

磯
吉
一
嗣
助
吟
 
伴
馬
壱
人
」
 
と
記
さ
れ
て
い
る
。
安
治
は
地
の
筆
頭
に
記
さ
れ
る
 
 

こ
と
か
ら
、
地
頭
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
番
組
の
金
春
流
の
出
演
者
の
中
で
 
 

は
、
能
の
シ
テ
の
伴
馬
、
仕
舞
と
一
調
を
勤
め
た
康
成
に
継
ぐ
三
番
目
の
地
位
で
あ
っ
 
 

た
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。
 
 
 

（
二
）
 
明
治
二
十
二
年
己
丑
五
月
十
八
日
 
日
本
音
楽
会
 
 
 

「
東
京
内
山
下
町
鹿
鳴
館
こ
お
ゐ
て
日
本
音
楽
会
 
演
奏
曲
有
之
能
楽
壱
番
加
入
相
 
 

勤
中
段
事
」
 
と
い
う
も
の
で
、
康
成
が
《
融
》
の
舞
嚇
子
を
勤
め
て
い
る
。
地
と
し
て
 
 

「
金
春
八
左
衛
門
 
桜
間
伴
馬
 
竹
田
平
五
郎
」
と
あ
り
、
地
頭
を
勤
め
た
と
考
え
ら
れ
 
 

る
。
 
 
 

（
三
）
 
明
治
二
十
二
年
己
丑
十
一
月
二
十
八
日
 
行
啓
能
 
 
 

「
芝
能
楽
堂
江
両
皇
后
様
行
啓
被
為
在
御
能
被
仰
付
」
と
い
う
催
し
で
、
金
春
流
は
 
 

桜
間
伴
馬
が
能
の
《
鶴
》
を
、
金
春
康
成
が
仕
舞
の
《
源
氏
供
養
》
を
勤
め
て
い
る
。
 
 

能
の
《
鶴
》
に
つ
い
て
は
、
「
地
 
康
成
 
八
左
衛
門
 
安
教
 
横
吉
 
奉
道
 
源
八
郎
 
 
 

笑
左
衛
門
 
賢
輔
 
後
見
 
三
八
 
要
太
郎
」
で
あ
る
。
「
御
仕
舞
地
」
は
八
左
衛
門
 
 
 

安
教
 
職
吉
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
地
謡
に
康
成
が
入
る
と
安
治
が
副
地
頭
に
な
る
 
 

こ
と
か
ら
も
、
伴
席
・
廣
成
に
次
ぐ
三
番
目
と
し
て
の
位
置
で
あ
る
と
言
え
る
。
 
 
 

（
四
）
 
明
治
二
十
三
年
庚
寅
四
月
八
日
 
青
山
御
所
御
能
 
 
 

「
於
青
山
御
所
二
御
能
被
仰
付
侯
事
」
 
で
、
金
春
康
成
の
《
乱
》
が
出
て
い
る
。
こ
 
 

の
部
分
に
つ
い
て
は
金
春
廣
成
の
提
出
し
た
金
春
流
関
係
の
人
数
書
の
控
え
が
記
さ
れ
 
 

て
い
る
。
こ
こ
に
は
姓
が
記
さ
れ
て
お
り
、
参
考
に
な
る
。
「
人
数
書
 
シ
テ
 
金
春
康
 
 

成
 
後
見
 
桜
間
三
八
 
同
 
調
所
笑
左
衛
門
 
地
 
金
春
八
左
衛
門
 
同
 
金
春
武
 
 

辺
源
八
郎
 
同
 
村
中
徳
寿
 
働
キ
 
大
谷
寛
治
 
合
拾
弐
人
 
右
之
通
二
御
坐
候
也
 
 
 

三
 
同
 
桜
間
伴
馬
 
同
 
大
蔵
安
教
 
同
 
金
春
穣
吉
 
岡
 
大
谷
奉
道
 
同
 
渡
 
 

四
月
 
金
春
康
成
」
 
と
な
る
。
こ
の
催
し
は
他
流
の
人
も
出
演
し
て
い
た
が
、
シ
テ
 
 

方
の
家
元
が
人
数
書
を
提
出
し
て
出
演
料
を
受
け
取
る
形
と
な
っ
て
い
た
も
の
だ
ろ
 
 

一
つ
0
 
 
 

（
五
）
 
明
治
二
十
三
年
庚
寅
六
月
二
十
九
日
 
増
見
仙
太
郎
催
 
 
 

「
芝
能
楽
堂
ニ
テ
増
見
仙
太
郎
催
有
之
候
尤
自
身
催
之
事
」
 
で
あ
る
。
金
春
慶
成
の
 
 

喋
子
の
《
三
輪
》
と
桜
間
伴
馬
の
《
鵜
飼
》
、
そ
し
て
金
春
八
左
衛
門
安
治
の
祝
言
能
の
 
 

《
絃
上
》
で
あ
る
。
こ
の
と
き
の
催
し
は
 
「
尤
自
身
催
」
 
と
あ
る
よ
う
に
実
質
的
に
康
 
 

成
企
画
の
催
し
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
康
成
、
桜
間
伴
馬
、
安
治
と
三
人
立
方
で
舞
う
こ
 
 

と
が
出
来
た
も
の
だ
ろ
う
。
人
数
に
つ
い
て
は
、
「
人
数
 
金
春
康
成
 
金
春
八
左
衛
門
 
 
 

桜
間
伴
馬
 
大
蔵
安
教
 
金
春
穣
吉
 
大
谷
奉
道
 
村
中
徳
寿
 
後
見
 
桜
間
三
八
 
 
 

調
所
笑
左
衛
門
 
〆
九
人
」
 
と
金
春
流
と
し
て
九
人
の
出
勤
だ
っ
た
。
 
 
 

（
六
）
 
明
治
二
十
三
年
庚
寅
十
二
月
十
三
日
 
行
啓
能
 
 
 

「
於
能
楽
堂
行
啓
御
能
被
仰
付
候
御
事
」
と
い
う
記
事
で
、
金
春
康
成
の
《
項
羽
》
 
 

が
出
た
。
こ
の
と
き
の
金
春
流
の
人
数
に
つ
い
て
は
 
「
人
数
書
 
宝
生
へ
差
出
ス
 
 

シ
テ
 
金
春
康
成
 
ツ
レ
 
桜
間
三
八
 
地
 
金
春
八
左
衛
門
 
地
 
金
春
武
三
 
地
 
 
 

桜
間
伴
馬
 
地
 
大
蔵
安
教
 
地
 
金
春
横
吉
 
地
 
渡
辺
源
八
郎
 
地
 
村
中
徳
 
 

寿
 
地
 
調
所
笑
左
衛
門
 
後
見
 
大
谷
奉
道
 
後
見
 
太
田
要
太
郎
 
御
仕
舞
 
錦
 
 

木
地
 
金
春
八
左
衛
門
 
金
春
武
三
 
大
蔵
安
教
」
 
と
あ
る
。
人
数
喜
を
宝
生
へ
差
し
 
 

出
す
と
あ
る
か
ら
、
能
役
者
側
の
窓
口
は
宝
生
流
が
勤
め
た
の
だ
ろ
う
。
こ
の
人
数
書
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が
 
「
諸
用
留
」
 
の
金
春
安
治
に
関
す
る
最
後
の
記
述
と
な
る
。
亡
く
な
る
一
年
前
で
あ
 
 

り
、
そ
の
後
体
調
を
崩
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
 
 

八
 
ま
と
め
 
 

幕
末
、
金
春
八
左
衛
門
安
治
は
、
金
春
座
に
お
い
て
、
父
安
茂
、
兄
康
成
に
次
ぐ
三
 
 

番
目
の
地
位
に
い
た
。
金
春
座
の
み
の
催
し
も
多
か
っ
た
た
め
、
舞
う
機
会
も
比
較
的
 
 

多
く
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
明
治
維
新
後
、
金
春
座
は
事
実
上
崩
壊
し
た
が
、
明
治
 
 

十
二
年
に
桜
間
伴
馬
・
明
治
十
五
年
に
金
春
康
成
が
上
京
し
、
金
春
流
の
能
も
少
し
ず
 
 

つ
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
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